
1．第三者委員会が「提言」

高校入試の採点ミス問題を検

証する第三者委員会「県立高等

学校入学者選抜調査改善委員会」

が4回の審議の結果をまとめ、4

月26日に「提言」を発表しまし

た。

「提言」は教育委員会のHPに

も掲載されています。「提言」

の最後に、採点誤りの再発防止

に向けた改善策として5点述べら

れています。改善策は以下の通

り。

改善策①現場主導の自律的な改

善行動の促進

教員が直接に声を出し、意見

交換する場を設け、その意見を

県教育委員会が吸い上げ、幅広

く共有する仕組みが必要。

改善策②採点基準の作成に対す

る県教育委員会の関与

採点基準については、県教育

委員会が出題意図を明示した上

で、部分点の仕方を含む具体的

で詳細な基準を作成し、明示す

る必要がある。

改善策③採点システム等の見直

し

解答用紙のコピーを準備し、2

系統の採点実施。採点翌日に受

検者全員の検証日を設定。判定

会議前にボーダー受検者に対す

る点検日の設定。採点業務は非

常勤講師、事務職員、外部（教

員OB）等を含めた体制を検討す

る。採点における選択式問題と

記述式問題の分離など解答用紙

の様式の改善。

改善点④受検者への採点結果の

提供

合格発表日に高校入試の不合

格者全員に解答用紙の写しを交

付。

改善策⑤採点業務の日程の見直

し

来年度の場合、3月3日（木）

が学力検査で、4日（金）が特色

選抜になるため、採点を4日、5

日（土）、6日（日）に行い、7

日（月）に検証、10日（木）に

点検を行い、11日（金）に判定

会議を実施する。

採点ミスは今年の高校入試で

文章形式の記述式問題が多くなっ

たためであり、採点ミスを防止

するためには文章形式の記述式

問題を削減したり、やめる必要

があります。改善委員会に出さ

れた県教委作成の資料でも、記

述式問題が増えたことで長時間

の採点業務になったことや文章

形式の記述式問題が一番多かっ

た社会科で採点ミスが一番多かっ

たことが明らかになっています。

しかし、提言の改善策には文

章形式の記述式問題については

全く触れられていません。

2．高教組、県教委に要求

書提出

茨高教組は、「提言」を受け

て県教育委員会に以下のような

項目の要求書を提出しました。

（1）教職員に採点業務を課す法

的根拠を明らかにすること。

（2）教育長による「現場に気の

緩みがあったのかもしれない」

との発言を撤回すること。

（3）不当に教職員を処分しない

こと。

（4）部分点や複数解が生じるよ

うな記述式（長文）による出題

をやめること。

（5）長時間にわたる2系統による

採点方式は導入しないこと。

（6）通常の勤務時間を超えたり、

週休日を振り替えて6日以上の連

続勤務になるような採点日程を

組まないこと。

（7）教諭、常勤講師以外の職員

（非常勤講師、事務職員等）や

外部の人材（教員OB）に採点業

務を拡大しないこと。

5月12日の茨城新聞では、県議

会の文教警察委員会で、「提言」

の採点の2系統化について答案の

コピーが数千枚に及ぶ学校もあ

り、「コピー機でコピーするの

は非現実」との意見や6日以上の

連続勤務で日程を確保するなら

「ミスを誘発する恐れがあり、

賛成できない」との声も上がっ

たことが報じられています。

また、14日の茨城新聞は、県

教委が「250人いる学校ではコピー

に5教科で5時間かかる」との現

況での計算を明かしたことを報

じています。

こうした点からも、「提言」

がいかに非現実的で、ミスの原

因である長時間に及ぶ採点作業

を改善するものになっていない

ことが明らかです。

3．「確認書」の提出？

連休明けに、県教委は採点ミ

スのあった教員に対して目的不

明の「確認書」という名の意味

不明の文書の提出を求めてきま

した。組合は要求書を10日に提

出し、「確認書の提出中止」を

申し入れました。

県教委の回答は、「先生方か

らは出していただく」「聞き取

りしたことを確認したい」と言

うだけで、提出の中止要求はの

めないというものでした。

しかし、組合が「5/6校長会で

県教委と処分との関係について

どのように説明したのか？」と

質問したところ、県教委は「確

認書提出と処分に関係があると

は説明していません」と明確に

回答しました。

連休明けの時間がない中で、

目的もはっきり説明できない

「確認書」を短期間に提出を求

めることは職場を混乱させるだ

けで、許されることではありま

せん。

また、県教委が作った文例を

書き写した「確認書」を集めて

どうするのかが全くわかりませ

ん。採点ミスの改善に何の役に

立たないことは言うまでありま

せん。
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採点ミスはシステム上の問題、教員の処分はあり得ない



5月10日に、県教委から「新し

い教員評価の手引きの一部改正

について」が通知されました。

あわせて、新しい自己申告書も

届いています。

目標設定に当たっては、「学

習指導」・「学級経営及びその

他の指導」・「学校運営」・

「コンプライアンス」･「働き

方改革」・「ICT活用」・「改革

意欲」について記述することに

なっていて、それぞれの項目に

おいて「目標」「到達度」「方

法」「期限」の記述が求められ

ています。

自己申告書の模範例を見てみ

るといくつかの問題点が浮かび

上げってきます。教諭・講師の

「学習指導」の模範例では、ま

ず「目標」が「数学の学力の定

着」となっていますが、当たり

前すぎて目標に書く必要がある

かが疑問です。

次に「到達度」は、「①11月

実施の『学びの基礎診断』教科

偏差値 5アップ者 70％超」「②

『生徒による授業評価』肯定回

答者90％以上」「③『探求活動

成果』ドリームパス事業1次審査

突破1チーム超」「④『プログ

ラミングエキスパート事業』ア

ソシエート応募者50％超」となっ

ていて、欄外に「到達度に関し

ては数値目標を記入すること」

と記述されています。

しかし、カタカナ言葉が意味

不明で、数値目標の根拠が不明

です。

次の「方法」は、「①単元テ

スト・再テストの実施」「②低

位者対応：個別のチュータリン

グ、高位者対応：AIドリル活用」

「③教科横断によるメンタリン

グ体制の構築」「④授業におけ

る導入促進、興味・関心の促進」

になっていて、具体的な取り組

み目標になっていません。例え

ば、①はあえて書くべきものか

が疑問です。

最後の「期限」は「12月・2月」

になっていますが、意味不明で

模範例になっていません。

数値目標は結果目標ではな

く、取り組み目標

今回の自己申告書の最大の問

題点は、8月と1月に管理職と面

談があって、面談で進捗状況を

報告して懇談をすることになっ

ていますが、進捗状況の欄が全

て数値目標を使った結果目標で

ある「到達度」の結果を評価の

対象にしていることです。

例えば、進捗状況は「達成度7

0％だったが、結果は60％だった」

になっていますが、本来は取り

組み目標である「方法」を評価

して、どのような点がよかった

か、不十分だったか、不十分だっ

た原因は何かなどを問題にして、

管理職と一緒に議論していくこ

とが本来の教員評価の目的です。

結果目標である「到達度」の

進捗状況の議論は、結果的に

「何故目標が達成できなかった

のか」という管理職の叱責にし

かならず、教員評価はますます

教員にとって忌避すべきものに

しかなりません。

今回の自己申告書は、教員評

価制度の悪いイメージをますま

す深刻化させるだけです。

また、模範例を見ていると意

味不明の文章が多く、狭い記述

欄にたくさんのことを書かなけ

ればならないことから、教員の

多くは模範例をほとんど写すし

かないと考えるようになります。

一人ひとりの教員が現在自分

が受け持っている生徒やクラス

の現状を踏まえて、何ができる

かしなければならないかを考え

て、教員個人がオリジナリティ

を発揮して自己申告書を作成す

るというものになっていません。

教員評価は管理職と授業、

学校について話し合うこと

教員評価が導入されて、「今

自分はこんな授業をやっている」

「学校行事としてこれが必要で

はないか」「残業時間を減らす

にはこんなことをすべきではな

いか」など、一年に2～3回管理

職と時間をとって話しができる

ようになりました。

教員評価が導入されるまでは、

管理職と授業や学校運営などに

ついて自分の現状を踏まえて話

し合うことはありませんでした。

管理職と教員が直に話し合う

ことで、お互いの考えや思いを

交流することで、お互いのモチ

ベーションを高めることもでき

ました。

当然のことですが、自己申告

書は話し合いのための道具で、

自己申告書に長時間かけたりす

ることに意味は全くありません。

ところが、今回の県教委が出

してきた自己申告書は非常に書

きずらいもので、模範例を重視

すればコピーするか、多少数字

を変えるだけしか書きようのな

いものです。

新たな自己申告書は、記述欄

がこれまでよりも2.3倍になって

いる上に意味不明のものも多く、

教員を多忙と混乱に陥れるだけ

です。

現在、組合では7月末に茨城

地方最低賃金審議会に提出する

最低賃金を今すぐ1000円以上に

引き上げることを求める署名に

取り組んでいます。

昨年は、コロナ禍を理由に中

央審議会の目安が発表されず、

茨城県の最低賃金は2円引き上げ

の851円になりました。

しかし、コロナ禍の中で非正

規労働者の女性の自殺が多発し

ている現状を考えれば、コロナ

禍だらこそ最低賃金を今すぐ全

国一律1000円以上に引き上げる

必要があります。

6月6日（日）10:30～15:00に、

茨高教組の定期大会をオンライ

ンで開催します。

採点ミス問題や学習用端末問

題、特別支援学校の設置基準問

題等職場の問題をみんなで出し

合って、改善の話し合いを進め

ていきましょう。
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